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私について 1

名前 小川 祐貴 おがわ ゆうき

所属 株式会社E-konzal
イー・コンザル

略歴 • 大学で環境経済学のゼミに所属
第一志望の経営学ゼミに落選して

• 震災をきっかけにエネルギーに関心

• 大学卒業後 家具メーカーに就職
物流倉庫の管理を担当

• 大学院に進学

• 2016年 E-konzalに就職

• 2018年 博士後期課程修了

• 現在 2児（3歳・0歳）の父

• 生駒市在住

趣味 ゲーム（RPG・箱庭系）



イー・コンザルについて 2

2013年
1DKのマンションに移転

2015年
新大阪のオフィスビルに移転

2012年6月
京都のシェアオフィスで創業

2022年
創業10周年

オフィスを解約しフルリモートに

10 人

周年

2021年
社員の数が10人に



イー・コンザルの事業領域 3

7 つの事業領域 小川の得意分野

調査・分析・政策提案



◼データ（数値の羅列）をどう読みやすくするか

◼データをどう読むか（解釈するか）
• データから観察できること

• データから推測できること（仮説）

• 観察と推測の区別

◼エネルギーと地球温暖化（気候変動）
• 今、何が起こっているか

今日のテーマ 4



◼ エネルギーや気候変動のデータに関するクイズ（全5問）

◼ 最初の持ち点：100点

◼ 問題ごとに、回答と実際のデータの違いを持ち点から引く
• 例：50%（回答）－40%（実際のデータ）=10%

…持ち点から10点減点

• （ネプリーグのパーセントバルーン方式）

IKOMA-SSチャレンジ 5

5問終了時点で持ち点が最も多かった方には
ミカタになってくれる頼もしい（？）

賞品をプレゼント



生駒山上の2002年~2021年（20年間）で

年平均気温が12℃以上の年は %

100点 ー ＝

第1問 6

（ヒント）
1981年~2001年（20年間）で年平均気温が平均気温12℃以上の年は

8年＝40%

実際のデータ： %

と の差 ①

点

★1



データ＝数値の羅列 7

気象庁HP

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/annually_a.php?prec_no=62&block_no=0604&year=&month=&day=&view=


データを読みやすく：グラフ 8
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℃

年

※縦軸の単位・スケールに注意

気象庁HP

https://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/view/annually_a.php?prec_no=62&block_no=0604&year=&month=&day=&view=


◼データから【観察】できること
• ‘97年以降、平均気温が11.5℃未満の年はない

• ‘82-’01年の20年間（前半）で平均気温12℃以上は8年

• ‘02-’21年の20年間（後半）で平均気温12℃以上は13年

• 平均気温の最高は’98年と’16年の12.9℃

• 平均気温の最低は’84年と’88年の10.8℃

◼データから【推測】できること（仮説）
• 長期的に生駒山観測所付近の気温が上昇している

• たまたま、最近20年の間に気温の高い年が多かった

気温のデータ：観察と推測 9

気温のデータだけではどちらか【立証】できない

65%★1

=



地球温暖化（気候変動） 10

気象庁HP   
＞IPCC AR6 WG1報告書 政策決定者向け要約（SPM）暫定訳（2022年5月12日版）

人間の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない

【立証】

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html


◼ 1750年頃以降に観測された、よく混合された温室効果ガス（GHG）の濃度増
加は、人間活動によって引き起こされたことに疑う余地がない。【立証】

◼ よく混合されたGHG は1.0℃～2.0℃の温暖化に、その他の人為起源の駆動要
因（主にエーロゾル）は0.0℃～0.8℃の冷却に寄与（後略） 【立証】

気候変動の原因 11

＞IPCC AR6 WG1報告書
政策決定者向け要約（SPM）
暫定訳（2022年5月12日版）

気象庁HP

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html


世界全体の年間人為的温室効果ガス排出量は1990年~2019年の間に

% 増加した

点 ー ＝

第2問 12

実際のデータ： %

と の差 ②①

点

★2



◼ 1750年頃以降に観測された、よく混合された温室効果ガス（GHG）の濃度増
加は、人間活動によって引き起こされたことに疑う余地がない。【立証】

◼ よく混合されたGHG は1.0℃～2.0℃の温暖化に、その他の人為起源の駆動要
因（主にエーロゾル）は0.0℃～0.8℃の冷却に寄与（後略） 【立証】

気候変動の原因：化石燃料の利用 13

＞IPCC AR6 WG1報告書
政策決定者向け要約（SPM）
暫定訳（2022年5月12日版）

気象庁HP
＞別添 IPCC AR6/WG3報告書の
政策決定者向け要約（SPM）の概要

気象庁HP

エネルギーとして使っている
化石燃料がGHG排出の主な要素

【観察】

【観察】1990年→2019年で55%★2増加

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/index.html
https://www.jma.go.jp/jma/press/2204/05a/ipcc_ar6_wg3.html


IPCC報告書はなぜ信用できるか 14

【速報版】IPCC執筆者が独自解説！「気候変動 国連最新レポート」
（国立環境研究所）

https://www.youtube.com/watch?v=dLgGSI0G2SA


日本の温室効果ガス排出量のうち、エネルギー起源CO2は

% （2020年）

点 ー ＝

第3問 15

実際のデータ： %

と の差 ③②

点

★3
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日本のGHG排出量とその中身 16

データ出所：国立環境研究所HP
＞日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2020年度）確報値

【観察】
GHG排出量の80%以上が
エネルギー起源CO2

Mt-CO2eq

※Mt-CO2eq： CO2換算で100万トン

次
の
ペ
ー
ジ

84%★3

（2020年）

https://www.nies.go.jp/gio/aboutghg/


エネルギー転換

44%

産業

26%

運輸

18%

事業用発電

40%

その他エネルギー転換

3%

農林水産鉱建設業

2%

製造業

24%

業務他(第三次産業)

6%

運輸（自動車）

17%

運輸（その他）

2%
家庭

6%

日本のエネルギー起源CO2排出量 17

967Mt-CO2eq（2020年度のエネルギー起源CO2排出量）の内訳

データ出所：国立環境研究所HP
＞日本の温室効果ガス排出量データ
（1990～2020年度）確報値

【観察】
事業用発電、製造業
運輸（自動車）が
排出量TOP3

https://www.nies.go.jp/gio/aboutghg/


日本の電源構成 18

石炭 石油 天然ガス バイオ燃料 原子力 水力

地熱 太陽光 その他 風力 廃棄物

2011
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https://www.iea.org/data-and-statistics/data-browser


電源別の排出量（排出係数） 19
日
本
原
子
力
文
化
財
団

H
P

https://www.ene100.jp/zumen/2-1-9


削減対策の選択肢とコスパ（抜粋） 20

風力発電

削減対策

エ
ネ
ル
ギ
ー

2030年における削減貢献ポテンシャル（GtCO2-eq/年）

太陽光発電

原子力発電

バイオマス発電
水力発電
地熱発電

BECCS
CCS

石油・ガス田等のメタン削減
石炭採掘のメタン削減

エネルギーサービスに対する需要低減

軽量車の燃費改善

業
務
・
家
庭

運
輸

照明、機器の効率改善
エネルギー効率の高い新築建物
オンサイトの再エネ発電・利用

木材製品の利用拡大
既存建物の改善

軽量車の電化

バイオ燃料

公共交通機関への利用シフト
自転車・電動自転車への利用シフト
重量車の燃費改善
重量車の電化（バス含む）
船舶－効率向上・最適化
航空－エネルギー効率向上

<0（US$/t-CO2eq）

0-20（US$/t-CO2eq）

20-50（US$/t-CO2eq）

50-100（US$/t-CO2eq）

100-200（US$/t-CO2eq）

コスト推計不可

出所：国立環境研究所HP
＞IPCC 第６次報告書 第３作業部会 報告書
政策決定者向け要約 解説資料

https://www-iam.nies.go.jp/aim/pdf/IPCC_AR6_WG3_SPM_220405.pdf


第4問 21

住宅用太陽光発電は、1年間に住宅で消費される電力の

% を発電している

（2020年度・全国平均）

点 ー ＝

実際のデータ： %

と の差 ④③

点

★4



家庭でのエネルギー消費量 22

15.3

19.1

8.5 2.8 5.7 14.7

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

消費

太陽光発電

電気 都市ガス LPガス 灯油 ガソリン 軽油

合計：47.7GJ

GJ

消費する電気の
125%★4

消費するエネルギーの
40%

データ出所：
家庭部門のCO2排出実態統計調査
令和2年度<第6-1-1表>基本項目（世帯、住宅、機器使用状況等）別-月別エネルギー種別エネルギー消費量（全国）

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&toukei=00650408&kikan=00650&result_page=1


第5問 23

電気自動車※1は燃費のよいハイブリッド車※2と比べると、

製造から廃車までに排出するCO2が % 少ない

点 ー ＝

実際のデータ： %

と の差 ⑤④

点

※1：リーフ（日産、蓄電池容量は40kWh）
※2：プリウス（トヨタ）

電気の消費によるCO2排出量：0.350kg-CO2/kWh（関西電力の平均値）
年間走行距離8,000km／10年で廃車
として計算

★5



電気の消費によるCO2排出量：0.350kg-CO2/kWh（関西電力の平均値）
年間走行距離8,000km／10年で廃車
として計算

Carbon Counterによる比較 24

1.91cm

3.54cm 3.98cm
11%★5減

出所：
Carbon Counter

【観察】
ほとんどの車種でEV

（Battery electric vehicle）
の方がハイブリッド車より排出量が少ない

①燃費：5.3km/kWh
②燃費：22.0km/L

https://www.carboncounter.com/#!/explore?electricity_ghg_fuel=350&electricity_ghg_veh=350&distance_per_year=5000&lifetime=10&ownership_life=10&axisLimits=hybrid&units=si&classFilter=Midsize%2FLarge%20Car&cars=35790;36054


日本を対象とした最新の研究 25

※電力の排出係数
…0.571kg-CO2/kWh

出所：
「電動車と内燃機関車の製造と走行に伴うGHG排出量評価

－事業用火力発電比率に応じた比較分析－」

※蓄電池の容量40kWh
…リーフと同じ

20%減



EVにしてもそんなに減らない？？ 26

図出所：
EVのFAQ(ver.2.0)

製造時の省エネや脱炭素電源の利用で削減ができる
製造を完全に電化すれば脱炭素が可能

脱炭素は
できない

https://www.slideshare.net/KeiichiroSakurai/evfaq-ver20


◼ 今日の資料：

◼ 再生可能エネルギーをもっと知ろう（１）（２）（３）

◼ ともだちに話したくなる！ 地球温暖化のリアル 圧縮版

（国立環境研究所動画チャンネルの再生リスト）

• 温暖化のホント

• 温暖化ってヤバいの？

• じゃあ、どうしたらいいの？

もっと知りたい方へ 27

https://www.amazon.co.jp/%E5%86%8D%E7%94%9F%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E3%82%92%E3%82%82%E3%81%A3%E3%81%A8%E7%9F%A5%E3%82%8D%E3%81%86-1-%E3%81%8F%E3%82%89%E3%81%97%E3%82%92%E6%94%AF%E3%81%88%E3%82%8B%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC-%E5%AE%89%E7%94%B0-%E9%99%BD/dp/4265089410/ref=pd_bxgy_img_sccl_2/356-0238889-1186673?pd_rd_w=RnUjD&content-id=amzn1.sym.918446e7-72f4-48c7-a672-af3b6ace2b19&pf_rd_p=918446e7-72f4-48c7-a672-af3b6ace2b19&pf_rd_r=WX5F93ZP22B5J890SA39&pd_rd_wg=jgxVf&pd_rd_r=3c8813f1-b56b-4df3-ad0a-4868d9305e79&pd_rd_i=4265089410&psc=1
https://www.amazon.co.jp/%E8%87%AA%E7%84%B6%E3%81%AE%E5%8A%9B%E3%82%92%E3%81%84%E3%81%8B%E3%81%99-%E5%AE%89%E7%94%B0-%E9%99%BD/dp/4265089429/ref=pd_bxgy_img_sccl_1/356-0238889-1186673?pd_rd_w=YCqhw&content-id=amzn1.sym.918446e7-72f4-48c7-a672-af3b6ace2b19&pf_rd_p=918446e7-72f4-48c7-a672-af3b6ace2b19&pf_rd_r=44N5F82MRVGCETBD8QJP&pd_rd_wg=DVezQ&pd_rd_r=13ee087f-ea0c-4a07-890d-48ecdf21b802&pd_rd_i=4265089429&psc=1
https://www.amazon.co.jp/%E5%86%8D%E7%94%9F%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%82%A8%E3%83%8D%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E3%82%92%E3%82%82%E3%81%A3%E3%81%A8%E7%9F%A5%E3%82%8D%E3%81%86-3-%E6%8C%81%E7%B6%9A%E5%8F%AF%E8%83%BD%E3%81%AA%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E3%81%AE%E3%81%9F%E3%82%81%E3%81%AB-%E5%AE%89%E7%94%B0-%E9%99%BD/dp/4265089437/ref=sr_1_7?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=20V1GP6SYBTU9&keywords=%E5%86%8D%E3%82%A8%E3%83%8D+%E5%AE%89%E7%94%B0%E9%99%BD&qid=1660629697&sprefix=%E5%86%8D%E3%82%A8%E3%83%8D+%E5%AE%89%E7%94%B0%E9%99%BD%2Caps%2C198&sr=8-7
https://www.youtube.com/watch?v=Zsw2TJ006mc&list=PLFTJlLsZcVbjHwU7v7Adi_HbeOV0IUjTf
https://www.e-konzal.co.jp/blog/ikoma_summer_seminar_22_after/


ウェビナーを開催します 28

ウェビナー「データに基づく地域の脱炭素化の進め方」

日時：2022年8月25日（木）13時00分～15時00分

開催形式：Zoom ウェビナー

参加費：無料

主な対象

・脱炭素化に向けた計画や施策を検討する自治体担当者

・地域での脱炭素化に向けた取り組みを検討・実施しようとしている事業者や市民

プログラム（敬称略）

1. 「地域での脱炭素化におけるデータの重要性」（仮）田中信一郎（千葉商科大学）

2. 「データを活用した地域での脱炭素化の考え方」豊田陽介（気候ネットワーク）

3. 「地域で使える脱炭素シナリオ検討ツール」（仮）越智雄輝（E-konzal）

4. 「福知山市における脱炭素シナリオの検討事例」（仮）川手光春（京都府地球温暖化
防止活動推進センター）

5. 「脱炭素化に向けた取り組み事例とデータ活用」吉森健人（オムロンソーシアルソ
リューションズ）

6. スピーカーによる質疑応答・ディスカッション

https://www.e-konzal.co.jp/blog/220825_webinar/


◼100点（！）

◼60～99点

◼30～59点

◼0～29点
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5問終了時点で持ち点が最も多かった方に
ミカタになってくれる頼もしい（？）

賞品・・・



◼ エネルギー・気候変動の分野（に関わらず、世界）は

急速に変化

◼ 昨日の常識が今日の非常識、かも……

◼ 知識・情報を謙虚にアップデートし続ける

◼ どんな根拠・論理から導かれた情報かに注意

最後に…… 30


